
緒言
大気中硫黄ガスの信頼性の高い測定は極めて重要です。
多くの硫黄化合物には毒性があり、ppb レベルでしか存
在しない場合も不快な臭気があります。気体の硫黄化合
物は、精油、鉱石精錬、クラフト紙パルプ化などのさま
ざまな工業プロセスで生成、放出される可能性がありま
す。気体硫黄化合物の測定は、環境およびヒトの健康の
保護に役立ちます。植物、動物、土壌、火山など、硫黄
ガスの自然発生源は多くあります。そして、硫黄ガスの
測定は大気化学を理解する上でも非常に重要です。

化学発光硫黄検出 (SCD) を搭載したガスクロマトグラフ
は、大気中に存在するさまざまな硫黄化合物を同定およ
び定量するための迅速な方法を提供します。炎光光度検
出器 (FPD) などの他の硫黄選択検出器と違い、SCD は

大気中の硫黄化合物
Agilent 355 SCD による分析

技術概要

著しいクエンチングや干渉なしに、硫黄化合物に対して
線形で等モルのレスポンスを生成します。さらに、355
SCD は FPD よりも少なくとも 10 倍高感度で、100 倍
高い選択性を有します。

以下のクロマトグラフは、サンプルの事前濃縮を行わず
に、大気中の 1 ppm 未満の濃度の硫黄化合物の種分化
および定量の SCD の能力を示します。

条件は以下のとおりです。355 SCD は標準条件に従い
操作し、サンプル量 1 mL、カラム: 長さ 30 m、内径
0.32 mm、膜厚 4 µm メチルシリコン WCOT ヒューズ
ドシリカ、温度プログラム: -25 °C定温 ガスクロマトグ
ラフには、初期帯域幅を圧縮するための電子圧力プログ
ラムを搭載した Agilent 5890 シリーズ II を用いました。
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詳細情報
アジレント製品とサービスの詳細については、アジレン
トのウェブサイト www.agilent.com/chem/jp をご覧
ください。


